
　

前
々
回
に
引
き
続
い
て
、
意
思
決
定
場
面
や
診
療
展

開
場
面
な
ど
医
療
現
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役

立
つ
問
題
解
決
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
理
論
と
技
法
を
紹
介
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

自
己
決
定
を
支
援
す
る
手
法
の
一
つ
と
し
て
医
療
メ

デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
紹
介
を
し
て
い
く
こ
と

に
し
よ
う
。

　
２
．
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

２
．
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　

概
念
に
つ
い
て

　
　

概
念
に
つ
い
て

⑴ 

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か

　

医
療
紛
争
が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
せ
、
医
療
事
故
が
顕

在
化
し
て
き
た
。
紛
争
の
構
造
分
析
、
解
決
へ
い
た
る

プ
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
の
提
示
、
紛
争
解
決
制
度
の
デ
ザ
イ

ン
な
ど
を
探
求
す
る
学
問
が
求
め
ら
れ
た
。
紛
争
解
決

学
か
ら
答
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
コ
ン
フ
リ
ク

ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
紛
争
管
理
手
法
で
あ
る
。

　

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
多

様
な
コ
ン
フ
リ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
の
な
か
の
、

ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
コ
ン
フ
リ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
そ
の
も
の
に
は
、
紛
争
・
葛
藤
状
況
を
処
理
す
る

様
々
な
方
策
、
た
と
え
ば
当
事
者
同
士
の
交
渉
に
よ
る

処
理
や
、
自
分
の
内
部
で
の
感
情
処
理
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
対
立
す

る
紛
争
当
事
者
（
患
者
側
・
医
療
側
）
に
対
し
、
中
立

的
第
三
者
と
し
て
の
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
が
ケ
ア
し
、
援

助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
自
身
の
紛
争
解
決
能
力

を
増
進
さ
せ
、
対
話
や
関
係
性
の
過
程
を
通
し
た
自
律

的
な
紛
争
解
決
と
問
題
克
服
、
す
な
わ
ち
コ
ン
フ
リ
ク

ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
促
進
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　

訴
訟
の
よ
う
に
、
法
的
に
紛
争
を
定
義
し
た
上
で
法

的
解
決
の
み
を
図
る
シ
ス
テ
ム
と
異
な
り
、
紛
争
当
事

者
の
心
理
的
葛
藤
か
ら
社
会
的
課
題
、
法
的
問
題
に
至

る
ま
で
統
合
的
に
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
や
す
い
と

い
う
意
味
で
、
コ
ン
フ
リ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
理
論

の
モ
デ
ル
と
し
て
、
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

　

医
療
の
領
域
に
お
け
る
コ
ン
フ
リ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
理
論
は
、
こ
の
分
野
の
わ
が
国
を
代
表
す
る
研
究

者
で
あ
る
和
田
仁
孝
教
授
が
『
民
事
紛
争
交
渉
過
程

論
』（
１
９
９
１
）
な
ど
の
著
書
で
展
開
し
た
紛
争
解

決
理
論
を
も
と
に
、
医
療
紛
争
の
領
域
に
わ
か
り
や
す

く
移
し
替
え
て
紹
介
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
⑴

。

　

こ
う
し
た
理
論
的
展
開
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
近
年
の
医
療
事
故
訴
訟
件
数
の
増

加
や
患
者
の
権
利
意
識
の
高
揚
が
あ
る
。
制
度
的
に

も
、
裁
判
に
代
わ
る
第
三
者
的
医
療
事
故
紛
争
処
理
の

仕
組
み
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
社
会
状
況
の
変
化
も

あ
り
、
裁
判
外
紛
争
処
理
（
Ａ
Ｄ
Ｒ；

A
lternative 

D
ispute Resolution

、
以
下
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
と
称
す
）

が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

医
療
事
故
紛
争
は
、
他
の
紛
争
領
域
に
比
較
す
る
と
、

国
立
大
学
法
人
山
形
大
学
医
学
部

総
合
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー

中
西  

淑
美

「
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
」 

モ
デ
ル
に
よ
る
意
思
決
定 

⑶

18
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解
決
が
非
常
に
難
し
い
領
域
で
あ
る
。
第
一
に
、生
命
・

身
体
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
価
値
が
損
な
わ
れ
感
情

的
対
立
が
激
し
い
こ
と
、
第
二
に
、
過
失
や
因
果
関
係

な
ど
事
実
の
認
定
が
法
的
に
も
医
療
的
に
も
非
常
に
難

し
い
こ
と
、
第
三
に
、
交
通
事
故
な
ど
と
比
べ
当
事
者

間
に
互
換
性
が
な
く
、
母
数
も
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
効
率
的
な
賠
償
保
険
や
補
償
制
度
の
構
築
が
難
し
い

こ
と
、
な
ど
が
そ
の
原
因
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
い
く

つ
か
の
試
み
や
提
言
は
な
さ
れ
て
き
て
お
り
、
早
晩
、

こ
う
し
た
制
度
は
整
備
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　

日
夜
、
医
療
の
現
場
で
、
紛
争
は
発
生
し
て
お
り
、

何
ら
か
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
医
療
事
故
訴
訟

の
提
起
に
至
る
背
景
に
は
、
患
者
側
の
医
療
機
関
の
対

応
へ
の
強
い
不
満
、
激
し
い
怒
り
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
単
に
第
三
者
紛
争
解
決
機
関
を
設
置
す
る
だ
け

で
問
題
が
解
決
す
る
と
も
言
え
な
い
。
院
内
で
の
初
期

対
話
・
対
応
の
あ
り
方
が
適
切
に
な
さ
れ
て
こ
そ
、
第

三
者
機
関
も
有
効
に
機
能
す
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
背
景
に
、
２
０
０
３
年
以

降
、
和
田
教
授
と
筆
者
は
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
本
来
第
三
者
機
関
を
前
提
と
し
た
紛
争
解
決
モ
デ
ル

と
そ
の
技
法
を
、
医
療
現
場
の
初
期
対
話
・
対
応
モ
デ

ル
と
し
て
適
応
化
さ
せ
る
作
業
に
従
事
し
て
き
た
。
２

０
０
４
年
か
ら
は
、
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機

構
・
認
定
病
院
患
者
安
全
推
進
協
議
会
の
な
か
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
部
会
（
座
長
・
横
浜
市
立
大
学
橋
本
廸
生

教
授
）
の
活
動
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
２
０

０
５
年
以
降
、
研
修
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
提
供
、
す
で
に
約
４
千
名
以
上
の
医
療
安
全
管
理

者
等
に
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
研
修
・
指
導
し
て

き
た
。
そ
の
概
要
を
示
す
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
２
０
０

６
年
に
は
、『
医
療
コ
ン
フ
リ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

―
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と
技
法
』、
２
０
１
１

年
に
は
改
訂
版
の
『
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
―
コ
ン

フ
リ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
プ

ロ
ー
チ
』
も
公
刊
さ
れ
て
い
る
⑵

。

　

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
研
修
が
実
施
さ
れ
、
特

に
い
く
つ
か
の
個
別
病
院
で
は
、
継
続
的
な
研
修
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
養
成

を
超
え
て
、
院
内
の
医
療
安
全
意
識
、
医
師
の
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
へ
の
プ
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
と

し
て
の
対
話
の
場
な
ど
、
患
者
―
医
療
者
間
の
対
話
過

程
や
対
応
文
化
に
好
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
る
⑶

。

⑵ 

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
の
意
義
と
効
果

　

プ
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
の
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
、
患
者
―
医
療
者
間
の
対
話
過
程
に
、
第
三
者
で

あ
る
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
が
加
わ
る
。
そ
の
意
義
と

効
果
と
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
一
に
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
効
果
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
当
事
者
と
は
全
く
利
害
の
な
い
第

三
者
に
よ
る
「
場
」
へ
の
立
会
い
は
、
今
、
そ
こ
に
あ

る
問
題
を
客
観
的
に
観
察
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当

事
者
の
怒
り
と
い
っ
た
感
情
の
制
御
が
自
然
に
な
さ
れ
、

再
帰
的
に
言
語
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

次
に
、
人
と
問
題
を
切
り
離
し
た
状
態
で
、
中
立
的

に
観
察
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
峙
す
る
者
で
は
な

い
他
者
か
ら
の
承
認
を
得
る
。
そ
の
承
認
は
、「
他
者

か
ら
し
か
じ
か
の
方
法
で
き
ち
ん
と
見
ら
れ
て
い
る

（
無
視
さ
れ
て
い
な
い
）」
こ
と
を
、「
自
分
は
見
て
い

る
（
承
知
し
て
い
る
）」
と
い
う
形
を
と
り
、
メ
タ
的
・

他
者
依
存
的
関
係
に
な
り
、
共
依
存
的
リ
ス
ク
を
抱
え

込
ん
で
い
る
に
し
ろ
、
次
の
よ
う
な
効
果
を
供
与
す
る
。

つ
ま
り
、
受
容
に
よ
る
客
観
的
視
点
を
獲
得
し
、
主
張

内
容
へ
の
気
づ
き
と
整
序
か
ら
、
関
係
の
再
構
築
を
図

る
よ
う
な
応
答
的
問
い
を
招
来
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
は
、
そ
の｢

場｣

に
い
な
が
ら
、
対
話
の
過
程
を
調
整
し
、
制
御
し
、
当

事
者
を
エ
ン
パ
ワ
ー
し
、
自
己
や
他
者
へ
の
気
づ
き
、

解
釈
や
認
知
の
枠
付
け
を
し
直
す
こ
と
に
つ
な
が
る
意

義
や
効
果
を
生
起
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
メ

デ
ィ
エ
ー
タ
ー
は
、
後
述
す
る
様
々
な
技
法
を
通
し
て
、
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両
当
事
者
の
隔
た
り
や
齟
齬
に
よ
る
コ
ン
フ
リ
ク
ト
状

況
を
、
よ
い
対
話
過
程
へ
と
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
て
い
く
役

割
が
あ
る
。

　
⑶ 

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル

　

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
と
は
、
紛
争
当
事
者

の
対
話
過
程
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
た
め
に
、
流
れ
が
よ

い
方
向
に
向
か
う
よ
う
、「
上
か
ら
」
で
は
な
く
、「
当

事
者
の
視
点
か
ら
」
援
助
し
、
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
す
る
技
法

で
あ
る
。
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
は
、
次

の
四
つ
が
あ
る
。

　

⑴
紛
争
を
分
析
し
、
解
決
へ
の
パ
ス
を
見
出
す
紛
争

構
造
を
知
る
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
「
羅
針
盤
ス
キ
ル
」、

　

⑵
対
話
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

「
流
れ
を
管
理
す
る
ス
キ
ル
」、

　

⑶
傾
聴
と
信
頼
構
築
の
た
め
の
「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
・
ス
キ
ル
」、

　

⑷
認
知
フ
レ
ー
ム
の
変
容
を
促
し
、
解
決
へ
と
導
く

「
問
題
変
容
（
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
）
と
問
題
解
決
の
ス

キ
ル
」
で
あ
る
。

　

患
者
―
医
療
者
間
の
対
話
促
進
は
、
紛
争
の
場
面
だ

け
で
は
な
く
、
紛
争
の
前
段
階
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
患

者
と
医
療
者
双
方
の
信
頼
を
獲
得
す
る
手
が
か
り
と
し

て
特
に
大
切
な
ス
キ
ル
は
、
ケ
ア
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
の
技
法
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
主
要
な
ス
キ
ル
は
、
傾

聴
と
受
容
の
ケ
ア
の
技
法
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
う

な
づ
き
」、「
あ
い
づ
ち
」、「
質
問
の
技
法
」、「
言
い
換

え
技
法
」、「
感
情
の
反
映
」、「
要
約
」
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
当
事
者
を
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
ス
キ
ル
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
目
標
は
以
下
で
あ
る
（
こ
と
ば
の
ケ
ア
と

倫
理
の
レ
ベ
ル
で
の
ス
キ
ル
の
一
部
を
提
示
す
る
）。

①
双
方
の
こ
と
ば
や
感
情
表
現
に
対
し
て
適
切
な
共
感

表
現
を
返
す
こ
と
が
で
き
る
。

②
双
方
の
話
し
た
内
容
を
受
容
し
、
明
確
化
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

③
双
方
の
話
の
内
容
を
要
約
し
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
に
寄
り

添
っ
た
言
い
残
し
が
な
い
か
を
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
双
方
に
満
足
感
を
与
え
つ
つ
中
立
的
（
過
程
的
中
立

＝
不
偏
性
）
に
対
話
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
対
話
を
通
じ
て
双
方
と
良
好
な
関
係
を
つ
く
り
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
、
紛
争
マ
ッ
ピ
ン
グ
（
Ｉ
Ｐ
Ｉ
分
析
）
の
技
法

～
羅
針
盤
ス
キ
ル
＆
流
れ
を
管
理
す
る
ス
キ
ル
は
、
適

切
な
自
己
紹
介
と
役
割
の
説
明
か
ら
は
じ
ま
り
、
Ｉ

Ｐ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
紛
争
構
造
を
知
る
こ
と
で
展
開
し
、

デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
を
離
脱
す
る
ス
キ
ル
を
準
備
す
る
。
具

体
的
に
は
、
当
事
者
の
と
る
紛
争
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て

も
鋭
敏
に
看
取
し
、争
点
（
イ
シ
ュ
ー
：Issue
、「
Ｉ
」）、

両
当
事
者
の
主
張
・
意
見
（
ポ
ジ
シ
ョ
ン
：Position

、

「
Ｐ
」）、
そ
の
主
張
・
意
見
の
背
後
に
あ
る
本
当
の

ニ
ー
ズ
（
イ
ン
タ
レ
ス
ト
：Interest

、「
Ｉ
」）
と
い

う
、
Ｉ
Ｐ
Ｉ
分
析
を
し
て
い
く
（
図
１
）。

　

こ
の
よ
う
な
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
・
ス
キ
ル
や
紛
争

構
造
の
Ｉ
Ｐ
Ｉ
分
析
羅
針
盤
ス
キ
ル
に
よ
り
、
問
題
解

決
の
パ
ス
も
み
え
て
き
て
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
へ
の
信

頼
も
生
ま
れ
て
き
た
と
き
に
、
必
要
と
な
る
の
が
、
リ

フ
レ
イ
ム
と
問
題
解
決
の
技
法
、
つ
ま
り
対
話
の
方
向

を
見
通
す
ス
キ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
認
知
の
変
容
を

図１　医療メディエーターの役割
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も
た
ら
す
た
め
の
ス
キ
ル
で
あ
り
、
解
決
を
創
造
す
る

ス
キ
ル
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
問
題
や
主
張
や
意
見

を
変
容
さ
せ
、
方
向
付
け
を
行
な
っ
て
い
く
主
導
権
を

当
事
者
自
身
の
手
に
残
し
た
ま
ま
、
間
接
的
に
、
そ
の

き
っ
か
け
を
提
供
し
、
援
助
し
て
い
く
、
非
常
に
絶
妙

な
ス
キ
ル
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
枠
付
け
を
変
容
す
る

た
め
の
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
ス
キ
ル
は
、
感
情
的
な
要
素

や
人
格
非
難
的
な
要
素
を
含
ん
だ
発
言
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ

ヴ
な
要
素
を
取
り
除
き
、
自
然
に
話
の
焦
点
が
前
向
き

で
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
検
討
可
能
な
方
向
に
切
り
替
わ
る

よ
う
に
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
て
い
く
技
法
で
あ
る
（
図
２
）

（
図
３
）
⑵

。

⑷
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
意
思（
以
下
ウ
ィ
ル
）

　
に
つ
い
て
～Skill

に
宿
るW

ill

　

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
で
強
調
し
て
お
き

た
い
重
要
な
こ
と
は
、
上
述
し
た
ス
キ
ル
は
、
単
な
る

個
々
に
分
断
さ
れ
た
技
術
的
な
ス
キ
ル
と
い
う
に
と
ど

ま
ら
ず
、
紛
争
お
よ
び
当
事
者
と
向
き
合
う
姿
勢
や
理

念
を
実
現
す
る
ウ
ィ
ル
の
技
法
的
表
現
で
あ
る
と
い
う

点
で
あ
る
。

　

専
門
職
と
い
わ
れ
る
人
々
は
、
単
純
に
、
個
々
の
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
専

門
職
と
し
て
の
理
念
、
姿
勢
が
、
そ
の
実
践
過
程
の
な

か
に
具
現
化
し
て
初
め
て
、
真
の
専
門
性
を
獲
得
す
る
。

個
々
の
ス
キ
ル
を
統
合
し
、
現
場
の
中
に
生
か
し
て
い

く
の
が
、
ま
さ
に
ウ
ィ
ル
で
あ
り
、
ま
た
ウ
ィ
ル
は
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ス
キ
ル
実
践
の
中
に
、
ウ
ィ
ル
が
埋

め
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
循
環
的
な
関
係
を
呈
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
個
々
の
ス
キ
ル
そ
の
も
の
に
拘
れ
ば
、

逆
に
ス
キ
ル
が
生
か
せ
な
く
な
る
こ
と
も
多
い
。
専
門

家
と
し
て
実
践
の
場
に
お
い
て
ス
キ
ル
を
応
用
で
き
る

レ
ベ
ル
に
到
達
し
た
も
の
は
、
す
で
に
、
個
々
の
ス
キ

ル
以
上
の
ウ
ィ
ル
に
支
え
ら
れ
た
技
術
力
を
身
に
つ
け

て
い
る
こ
と
も
多
い
。

　

医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
ス
キ
ル
習

得
の
壁
を
越
え
、
支
援
と
し
て
の
ウ
ィ
ル
を
保
持
し
た

と
き
、
は
じ
め
て
個
々
の
ス
キ
ル
は
、
そ
こ
に
宿
る
。

　

ウ
ィ
ル
と
ス
キ
ル
は
、
自
然
に
現
場
の
状
況
に
お
い

て
統
合
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
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